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若者の力を還元できればと考えます。

8月からYuccaに務めることにな

りました。ウン十年前に保健師になり

県下各地を転々としてきました。地域

保健活動を通して多くの方々と出会い

一緒に泣いたり笑ったり、感激したり。

多くの人と関わり感動を共有すること

ができました。そして今、ご縁があっ

て若い学生さんと一緒に活動できるこ

とを非常に楽しみにしています。

Yu c c aとは…
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観葉植物の「青年の樹」（エツカ）

から命名しました。

福祉についてはほぼ素人です。

どうぞ鍛えてください。気持はいつ

も青春？天然ボケ？何でも自分で見

て聞いて体験をしないと納得できな

い現場大好き人間です。今一番はま

っているのはミニ菜園での野菜づく

り。雑草やカラスと戦いながら楽し

んでいます。

何事も楽しみながら向き合いたい

と思っていますので、どうぞ

よろしくお願いします。

実習ヨーディネ一夕、

高齢者福祉に関心のある学生が、現在15人登録して

います。これまでに企画、実施したものは、桜畠下明朗

会（老人クラブ）の方々とグランドゴルフ大会、もちつ

き、桜餅パーティーなど様々です。

若さで対抗したグランドゴルフ。飛距離も正確さもな

かなか追いつかず、桜餅でおもてなしと思えば、「レンジF

じゃ追いつかん！」とせいろなど必要な道具はすべて下

明朗会の方が手配してくださいました。学生は体力も、

段取りも毎回勝ち目なく、学ぶことばかりでした。

9月からは、学生が主体となって、地域の方を対象と

した「認知症講座」を開催しますので、是非ご参加くだ

さい。

味見をしなが

交流しました。

87人の参嘉
全員集合！Yucca

がとても狭く感

じられます。
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副飾筍等野方々1
本学の特長は、子どもたちから高

齢者の方まで「色々な人との出会

いがある」ことです。

皆様との出会いは学生自らの

生活と人生をとても豊かにして

くれます。将来社会福祉の現場で

働く学生にとっては、色々な失敗

を重ねながらの企画・運営で失礼

な点もあろうかと思いますが、ど

うぞ学生1人1人の顔をみなが

ら暖かく、そして厳しく色々なこ

＼とを伝えて頂ければ幸せます0

詮◎値◎笥国伊予亀

ホッとスペースふらっと（高木健志）
ミュニティ・メンタルヘルス

〕ログラム。精神障害者の方と
のゆったりした交流をします。

子育てビアカウンセルクや（大石由紀子）
子育て中の親子とリラックスした空
間の中で交流。臨床心理士、助産
師が同席します。　※要予約

タンデムサイクリング（重岡修）
2人乗り自転車のサークル活
動。現在は、安全に乗るための練
習中です。
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県大卒業生
パパ＆ママサークル

女子大から県立大学へと

変わり今年で10年が経ち

ます。卒業生たちも結婚し、

母親となった方たちも増え

ています。

そんな中、育児の相談をも

っと身近な仲間で、もっと気

軽にできたらということで、

今年4月に卒業生の為の育

児サークルを立ち上げるこ

とになりました。

5月より活動を開始し、月

に1度、Yuccaを拠点に活動を

させていただいています。

5月の第一回目は、最初に

しては利用人数も多く、「育児

の相談をもっと身近に」とい

う当初の目的を達することが

できたかのように、和気あい

あいとした雰囲気の中進めら

れました。

Yuccaという空間も、ママた

ちにはとても好評で、大人に

はもちろん、子どもたちにも

優しい作りになっています。

遊ぶのには十分すぎるスペー

スとおもちゃが豊富に用意さ

れ、ママも子どももとても過

ごしやすいとのことです。

現在はOpen Cafeの時間は

一一般の方も利用可能です。県大

卒業生のママ達もこれをきっ

かけに、ゆくゆくは地域のママ

たちとの交流も増えたらと思

っています。

県大卒業生ママも、地域のマ

マも、これを機にぜひYuccaで

ママの輪を広げませんか？？

お待ちしております。

（リーダー　江本）
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あなたも裁判員セミナー　第2薄

平成21年5月から裁判員制

度がスタートします。選挙権のあ

る人は全員その対象者となり、山

口県では8人に1人が候補者に、

生涯では160人に1人が裁判

員になる確率だそうです。

そこで県立大学では、山口地方

裁判所、山口地方検察庁、山口県

弁護士会と共催で講座を開催し

ました。

5月16日（金）は、学生と地

域住民で120人以上参加し、新

講堂で「裁判員制度の概要」につ

いて学びました。

現役の裁判官から

裁判員裁判の手続、

市民参加の意義に

ついて、陪審員との

違いも含めて説明を受けました。

まだ始まっていない制度です

が、市民としてどのような意識

で臨むのか、不安

も含めて多くの

質問がでました。

Ⅶccaは法廷に様変わり。参加者は「裁判員」、薮本ゼミ生が、

被告人、弁護人、検察官、証人の役を受け持ち模擬法廷が開かれました。

裁判官の役は、5月は宮部裁判官、6月は伊藤検事、7月は

弁護士会が受け持ち、裁判員制度、裁判手続きや事実認定のポイ

ントを整理しながら進行されました。実際の「評議」は裁判官3

人、裁判員6人で行われますので、それに近い形で初対面の学生、

一般参加者が少人数でお互いの意見を交わしました。

事件の概略

午後8時頃事件発生。80歳の老女が後ろから押し倒され、巾着袋に

入れた封筒入りの現金5万5千円を強奪され、全治2週間のけがを負

う。事件20分後2km離れた場所で被告人の身柄が確保される。

以下の証拠をもとに、あなたならどんな判決を下しますか？

・目撃者はいない

・被害者は犯人の顔をみていない

・被告人は「白っぽい長袖Tシャツを着た若い男」の特徴に同じ

・被告人は犯行直後現場付近にいた。・現場付近とはいえ2km離れていた

・巾着・封筒が被告人と現場の間に落ちていた

・巾着袋・封筒には被告人の指紋なし　　‾一‾′一‾〈Vl’

・奪われた金額と同じ金額を所持

・金種（お札の種類と数）が同じ

・証人は奪われた金種は理由があって

覚えており、封筒の口をホチキスで留めた

・封筒にホチキスの針が残り、お札にも穴がある

・お札の穴とその針との位置関係、大きさが同じ

・被告人は収入が不安定（定職はなく親から小遣いをもらっていた）

・訪問予定の友達の名前、住所を知らない他事を紹介してもらう予定だった）

・財布とは別に裸で現金を所持

・そのお金は友人Aの友人Bから返済されたもの。Bの名前は不明。

・友人Aの名前は言いたくない（迷惑がかかるから）

・被告人は一貫して犯行を否定。供述の内容も同じ

社会正義の実現の観点から、罪を犯した者が法網から逃れること

は許されませんし、また、人権擁護の観点から無事の者が処罰され

ることがあってはなりません。そのため、事実認定は適正に行われ

なければなりません。

また、認定された事実は、有罪の場合、量刑に影響を与えるもの

です。事実認定は、法規の解釈・適用とともに裁判の要なのです。

模擬裁判の結果

同じシナリオでも、5月は＜有罪＞、6月は
＜無罪＞7月は五分五分で＜有罪＞の判断

が多く、量刑も分かれました。

感想では、仕組の理解ができ貴重な体験

だったと好評な面と、証拠の見方、判断の難
しさ、責任の重さ等不安な面が出されました。
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◎すすめ

Yuccaは、教員・学生が、地域の方々

との交流を通して学びの場を作るこ

とが大きな目的です。

利用に関しては地域実習コーディ

ネーターまでご連絡ください。

1hccaに常駐ではないため、連絡が

つきにくいこともありますが、ご了

ださい。

Yuccaは学生の学びの場です。

定例の事業以外にも．積極的に活用

しましょう！

現在の定例のプログラムは、最初　観

の2ページでご紹介しました。“お

っ！何だかおもしろそう”興味をそ

そられた内容があった人。早速、担

当教員へ連絡しましょう！

このほか、サークル活動や打合せ

にも利用されています。定例で活動

しているのは、

☆　ぶちぼら（ボランテげセンター）

☆　プチポアン（点訳活動）

☆　タンデム（2人乗り自転車）

☆　Mommy’shome

（卒業生子育て支援サークル）

☆　おはなしの森（朗読）

☆やまぐち撃野琴会
lJJ
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企画をとお
地域の力を学生に、学生の力を地域に…。

協働すれば、秘められた可能性は何倍にもなるのでは？

参考）は－とボランティア講座　…　高校生と大学生の講座

マロニエの森の会　…　里山の維持管理など

NPOコミュメディア　…　上映会、講演会等の交流事業

op帥Ca指をとおして・・・
Yu c c aの利用は、学生、教員の授業や企画が

中心ですが、空いているときは地域の方との交流の

場として提供しています。

玄関横掲示板やホームページにオープンカフェの

イベント企画では、

◇「BOND」（環境デサヾィン）

作品展覧会

◇チームキャンドルナイトYPU∞

キャンドルナイトの準備打合せ

◇は－とボランティア講座（社福）

高校生対象の講座

◇「World Bazar」（国際）

子ども会とのワークショップ

◇NPOコミュメディア

映画監督講演会、上映会など

企画や運営に必要な能力やノ

ウハウ、苦労や達成感は経験して

初めて体感できるもの。この環境

あなたの思いを形にして

～　あ　と　が　き　～

特色GP事業は3か年の補助事業

です。19年度に準備をし、平成20

年度から本格的に事業が実施される

ようになりました。

地域の人々からの励ましの言葉や

貢重なご意見も寄せられつつありま

す。

現在は教員と学生中心のプログラ

ムに地域の万の協力をいただく形が

多いですが、今後は色々な可能性を

求めて事業が進められていくことが

期待されています。

お気つきの点やご意見は、お気軽

にYucca（地域実習コーディネーター

河野）までご連絡下さい。

Yuccaにゅ－す

担当：平岡・江本・岩本


